
〇　フォントサイズ等は変更しないこと。枠内に収まるよう、長文を避け、端的に記載すること。

〇　１・２・３・４段目の「子どもの学びに関すること」「子どもの心の育ちに関すること」「子どもの体力に関すること」「小中一貫教育に関すること」については、重点目標と重点的取組、指標を設定する（必須）。

〇　５段目については、「特別支援教育」「生徒指導」「長欠・不登校対策」「業務改善」等、学校独自の取組の重点目標と重点的取組、指標を設定することができる（任意）。

〇　重点的取組の成果等を適宜検証し、必要に応じて改善するなどPDCAサイクルの推進を図る。その際、各校で独自に実施するアンケート等を活用し、取組の成果を客観的に把握する。

〇　中間評価①は７月末、中間評価②は１２月末、年度末評価は３月２４日までを目安に行う。

〇　年度末評価は、Ａ（目標を十分に達成）Ｂ（概ね達成）Ｃ（やや不十分）Ｄ（不十分）の４段階評価で行う。

B

○1月に、中学校の音楽科の先生方に
乗り入れ授業をして頂いた。
◆指標についてのアンケート結果は８
１％と目標を下回った。５年・６年ともに連
携が単発で終わってしまい、中学校生活
への意識が継続できなかった。次年度に
向けて小中の教務主任で話し合いを行
い、ねらいを統一させてつながりをもった
活動を行う。年３回程度の小中連携カリ
キュラムを作成する。（防災やキャリア教
育など）
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〇【小中連携】中学校の行事を参観（6
年：体育大会の予行練習、　５年：文化発
表会）
〇【小中連携】中学校から小学校への出
張授業（音楽：卒業式の歌の練習、家庭
科：調理実習またはミシン）
〇【小小連携】大原小学校児童との交流
（６年：オンライン）　お互いのことを紹介で
きるような取組を実施予定
〇【3校合同】合同地域清掃（中１と小６）

○今年度は、小学生が中学校の行事を参
観する取組を新たに追加した。
◆７月までに話合いの場がもてなかったた
め、８月下旬の中学校区の３校合同研修
会で、実施計画についての話合いを行う。

〇６年生の体育祭見学は天候の関係で中
止となったが、キャリア教育（夢授業）で
は、将来への夢をもって働くことの意義に
気付くことができた。５年生の文化発表会
では、見学後のアンケートで９１％の児童
が肯定的な回答をするなど、交流の効果
が表れた。
◆中学校説明会や中学校職員による乗り
入れ授業の実施など連携を密にすること
で、６年生が入学への希望をもてるように
する。

スクールプラン （様式1）

本年度の重点 7月末　中間評価① 12月末　中間評価② 年度末評価

令和 6 年度 北九州市立 上津役小 ※　フォントサイズ等は変更しないこと。枠内に収まるよう、長文を避け、端的に記載すること。

令和 6 年度 学校教育目標 思いやりの心をもち　すすんで学び　たくましく生きる子どもの育成

指

標

<学校生活アンケート>
◆「自分の考えをノートに書いたりタブ
レットに入力したりして、周りの人に伝え
ることができた」について、肯定的な回
答をした児童の割合【９０％】

〇児童アンケートの数値は89％と目標に
わずかに届かなかったが、前年度の数値
からは５％の上昇が見られた。学力向上部
で「考えをつくるためのポイント」を作成し
たり、各指導者が重点的取組を意識して
指導にあたったりした成果だと考える。
◆授業中に、効果的にICTを活用している
グッドプラクティスを動画撮影して、職員間
で共有する。

〇職員研修の実施により、児童がノートへ
根拠を示しながら説明を書くことが定着し
てきた。また、タブレットの活用により、書い
たり話したりが苦手な児童でも容易に考
えを表現できた。
◆アンケートに肯定的な回答をした児童は
83％と目標に届かなかった。子ども達が
考えをもつための働きかけの不足が原因
と考える。よって、授業の始めに前時を振り
返る時間を設定したり、解決方法を交流す
る時間を設定したりするなどの、見通しの
もたせ方に関する研修を行う。

評価

重点
目標

考えを表現できる子どもの育成

重点目標　及び　指標

〇児童アンケート「授業でタブレットを使
うことができた」では９２％が肯定的な回
答をしており目標数値である９０％を上
回った。
◆指標についての児童アンケート結果は
８４％と目標を下回った。職員アンケート
でも、授業でタブレットを活用している
が、考えの共有や比較をさせるには至っ
てないことが分かった。松ヶ江中の取組
を参考にICT活用委員会（ICTアドバイ
ザーを中心に若手教員で構成）を立ち
上げ、ミドルアップでICTを活用した楽し
い授業づくりに向けた研修計画の立案、
運営を行う。

重点的取組

C

取組状況（○成果　◆課題と改善点） 取組状況（○成果　◆課題と改善点）

〇「自分の考えを表現する５つのポイント」
を全教職員で共有し、授業を互いに参観
する環境づくりをする。
〇自分の考えを表現する時間を確保する。
(ノートに書く、タブレットに入力する等。)
〇児童が互いの考えを共有するための
ツールとしてICTを活用できるよう、職員研
修を設定する。

○成果　◆次年度に向けた方向性・改善点

〇上津役小学校の運動実践プログラムを
全教職員で共有し、実践を行っていく。
（ジャンプアップ運動、ボディバランス運動
等を、毎時間の体育の準備運動後、３～５
分で実施する。）
〇体力向上につなげるための職員研修の
実施、体力向上期間の設定（前期：スポー
ツテスト前、後期：未定）

重点
目標

思いやりのある言動ができる子どもの
育成

指

標

<学校生活アンケート>
◆「自分の体力が向上していると思う」
について、肯定的な回答をした児童の
割合【９０％】

〇挨拶のスローガン「こえだあつし」の定
着を図る取組として、計画委員会を中心に
放送等での呼びかけを行う。
〇月に2回、朝に計画委員会が門に立ち、
挨拶をする挨拶運動を実施する。また、各
クラスから代表を決めて、委員会児童と一
緒に挨拶運動に参加する取組の回数を増
やす。（昨年度は３学期に１回のみ実施）

指

標

<学校生活アンケート>
◆「自分も相手も気持ちがよくなるあ
いさつができた」について、肯定的な回
答をした児童の割合【９０％】

＜学校評価アンケート＞
◆一か月の時間外勤務が４５時間以
下の職員の割合［１００％］

重点
目標

働きやすい職場づくり

重点
目標

日常的に運動に親しむ子どもの育成

重点
目標

指

標

中学校生活に希望をもって過ごす子ど
もの育成

<学校生活アンケート>
◆「中学生になることが楽しみだ」につ
いて、肯定的な回答をした児童の割合
【９０％】　※５・６年生対象
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〇児童アンケートの数値は、９1％と目標を
上回ることができた。児童会活動によるあ
いさつリーダーの取組も始まり、あいさつ
に対する児童の意識が高まった。
◆全学級で取り組む「あったか言葉の木」
を活用できていない学級があったため、活
用の手順を再度確認した。手順に沿って実
施できているか確かめながら、今後も取組
を継続する。

C

〇会の議題の明確化、周知の工夫によっ
て、昨年度より退勤時間が早くなった職
員が多かった。（特に若年教員）
◆提案時期が遅れ、職員の負担につな
がったことがあった。ICTやホワイトボー
ド、ペーパーなどから適切な方法で、迅
速かつ正確に伝達する。そのために、事
前に方向性を固め順次職員に伝達す
る。

○学年便りの廃止。Tetoruを活用した、保護
者連絡の簡略化。
◆放課後は、月に終礼、火に学年研修、水に
職員研修、木は必要に応じてケース会議、金
は何も入れない。
◆終礼は10～15分程度、運営委員会は20
分程度で終えるようにする。そのために事前
に資料を配布し、内容の確認を行っておく。
◆後期からの校時の見直し

〇一か月の時間外勤務を４５時間以内に
できている職員の割合が85％から９３％に
上昇した。７月末の反省会を受け、放課後
の会議のもち方等を見直したことや、業務
改善に関する職員研修の成果と考える。
◆児童の下校後に対外的な仕事をしなく
てもよいように、仕組みを整える。（朝に連
絡帳に目を通す、必要な生徒指導は昼休
みまでに済ませる）

B

〇体力向上週間の縄跳びは、普段外に
出ない子も進んで外遊びをするなど効
果が見られた。
◆指標についての児童アンケート結果は
８４％と目標を下回った。体力向上期間
の取組（縄跳び）自体はよかったが、時
期と回数に課題があった。次年度は年間
を通して季節に合った取組を計画し、実
施する。体育の学習は体育館や運動場
の使用割を学年で固めることで、ベテラ
ンによる場の設定を若年も使えるように
する。準備と片付けの時間を減らし、運動
量の確保につなげる。

〇体育の時間のジャンプアップ運動、ボ
ディバランス運動を継続して行った。運動
カードの作成やスモールステップでの指導
など、どの子も意欲的に運動に取り組むた
めの工夫を行った。
◆児童アンケートは88％と、わずかに目標
に届かなかった。1月からは体育委員会が
主体となり、外遊びをするきっかけづくりと
して縄跳びの取組を進める計画を立てた。

〇児童アンケートの数値は90％と、目標を
達成することができた。すべての指導者
が、体育の時間にジャンプアップ運動やボ
ディバランス運動を実施した成果だと考え
る。
◆児童がいつでも握力を測定できるよう
にコーナーを設置し、現在と４月の握力を
比べる場を設定することで、自身の体力の
向上を実感できるようにする。

B

〇指標についての児童アンケート結果
は、７月が９３％、１２月が９１％、２月が８
９％となり、概ね目標を達成した。
◆「あったか言葉の木」の取組がマンネ
リ化している部分がある。次年度は、７月
までは今まで通りの取組、８月からはあっ
たか言葉を仲間分けして（枝を生やす）、
増やしたいあったか言葉の種類を決める
など、バージョンアップを図りながら取り
組む。

〇児童アンケートの数値は、９３％と目標を
上回ることができた。重点的取組に加え、
あったか言葉の木や放送の取組で、児童
の頑張りを称賛したことの成果だと考え
る。
◆「友達同士では、あいさつができていな
い部分がある」「”こえだあつし”が徹底で
きていないところがある」などの課題が見
られた。委員会児童に投げかけ、対策を講
じていく。

〇授業時数の見直し及び削減（２～６年生
の週あたりの授業時数を１減らす。）
〇毎月末金曜日を職員研修日に設定（全
校児童を給食後の下校にすることで、職員
がゆとりをもって業務を行えるようにす
る。）
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